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要　旨

　本稿は新型コロナウイルスの感染が拡大することにより、対面的接触を制限しなけ

ればならない状況下において、インターネットの活用を含む、仕事や社会とのつなが

りに関する満足度に与える要因を考察するために、内閣府による「新型コロナウイル

ス感染症の影響下における生活意識・行動の変化に関する調査」の二次分析をおこ

なった。その結果以下の点が明らかとなった。仕事の満足度については、事務職に比

べて、営業・販売やサービスの職にある者は満足度が低く、コロナ前と比較した場合

の満足度の低下の幅も大きかった。そしてテレワークの実施（50％以上）は、他の要

因をコントロールしてもなお、仕事の満足度を上昇させること、さらにコロナ禍前と

後の仕事満足度の低下幅も縮小させることがわかった。他方社会とのつながり満足度

については日常的なSNS利用、オンラインでの情報発信や交流経験が、満足度を上昇

させることがなかった。

キーワード：コロナ禍，インターネット，満足度，仕事，社会とのつながり
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１．問題の所在

本稿の目的は新型コロナウイルスの感染が拡大し、対面的接触を制限するなど社会生活に制限

が求められる状況（以下、コロナ禍）において、仕事や社会とのつながりに関する満足度に影響

を与える要因を探り、さらにインターネットが果たした役割について明らかにすることである。

新型コロナウイルス（以下、Covid-19）は新興感染症のなかでも、社会生活とりわけ人々の対

面的接触に与える影響が極めて大きいものとなった。それはCovid-19の潜伏期間、感染力を保持

する時期、重症化率などの特徴に起因している。Covid-19は飛沫や接触等により人から人へ感

染し、感染が成立してから発症するまで最大２週間程度と潜伏期間が比較的ながい（Guan et al. 

2020)。また自覚症状があらわれる前であっても（さらにはたとえ自覚症状がなくとも）他人に

感染させる可能性がある（He et al. 2020)。そのため感染拡大を抑止するためには、常にすべて

の人が感染者であるとの想定のもとに社会生活を営むことが求められるため、人と人との接触を

減らさなければならない。

そして高齢者や基礎疾患のある感染者が重症化しやすい一方、多くの軽症または無症状の感染

者は移動し、普段通りの社会生活を営むことになる。重症化率の高い感染症は、感染者が重症化

することで移動がさまたげられ、比較的感染が広まりにくい。皮肉なことにCovid-19は重症化率

が一定に抑えられていることから極めて蔓延しやすい特徴を備えているといえる。感染拡大を抑

止することが容易ではないため、より一層対面的接触を減少させる社会的圧力が生じている。

他方、人類は歴史上数々の新興感染症によるパンデミックを経験してきたが、インターネット

が普及して以降にここまで大規模な感染拡大を経験したのは、今回のCovid-19がはじめてである。

もちろんインターネットは通信手段の一つにすぎず、ましてや人々が社会関係を構築・維持する

数多ある手段のごく一部にすぎない。それでも今回のコロナ禍では、テレワークやビデオ通話な

どが幅広く利用されたのも事実である。コロナ禍において、あるいはまた今後の別種の感染症や

自然災害などにより社会的接触が制限される状況において、インターネットが果たし得る役割を

考えることには一定の意義があるだろう。

筆者は現在慶應義塾大学先端ウェブアーキテクチャ・ラボの一員としてNTTサービスエボ

リューション研究所との共同研究「連鎖的デジタルソーシャルキャピタル形成に向けた研究」を

おこなっている。当研究プロジェクトの一環としても、コロナ禍におけるインターネットを用い

たコミュニケーションが社会関係に与える影響について調査分析する予定であるが、調査の精度

を高めるために既往調査の結果を検討することが必要不可欠である。

そこで本稿では、内閣府が2020年５月25日～６月５日におこなった「新型コロナウイルス感染

症の影響下における生活意識・行動の変化に関する調査」(以下、内閣府調査）の個票データの

２次分析を探索的におこなうことで、コロナ禍における仕事と人々の社会的接触についての満

足度、さらにはインターネットが果たした役割について考察する。同調査がおこなわれたのは、
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2020年４月７日～５月25日まで発令されていた緊急事態宣言が解除された直後であるため、回答

にはかなり厳しい社会生活上の制約があった時期が反映されており、貴重なデータといえるだろ

う。内閣府も単純集計やいくつかのクロス集計を公表しているが、より詳細な分析が求められる。

なお、今回分析対象とした調査は第１回目であり、2020年末には第２回目の調査が実施されて

いるが、本稿執筆時点では個票データが提供されていないため、第１回目調査のみを分析の対象

とした。同調査の概要は内閣府（2020）によれば以下のとおりである。

〇調査方法：インターネット調査（国内居住のインターネットパネル登録モニター）

〇回 収 数：10,128

〇調査期間：５月25日～６月５日

 （５月25日～29日に半数を回収し、６月１日～５日に残りの半数を回収）

　　　　　　３月14日： 改正新型インフルエンザ等対策特別措置法施行

　　　　　　４月７日：緊急事態宣言発令、５月14日：39県で緊急事態宣言を解除

　　　　　　５月25日：全ての都道府県で緊急事態宣言を解除

〇回収数の割当（サンプル数の設計）

　・性別・年齢階級別（５歳毎）で同数を均等に割当（24区分×422人＝10128）

　　※年齢は「15～19歳」から「70歳以上」までの12区分×性別２区分＝24区分

　・地域別７区分で人口比例で割当

〇回収数の内訳（主な属性別）

　【就業者】6,685人　【子育て世帯】　　　2,168人　※子供が18歳未満

　【学　生】1,035人　【シニア ※60歳以上】2,532人（内閣府 2020）

同調査では、生活の楽しさ、仕事、社会とのつながり（交友など）の満足度について、10点＝

非常に満足、０点＝全く満足していない（５は「どちらともいえない」が想定されていると思わ

れる）の11段階で回答を得ている。

図１は感染拡大前と後の各満足度の平均および減少幅を示す。すべての満足度が低下してお

り､「生活の楽しさ」の満足度をのぞくと減少幅が大きいのは､「社会とのつながり｣「仕事」

「健康状態｣「子育て」の順であることがわかる｡「生活の楽しさ」は減少幅がもっとも大きいが、

コロナ禍において全般的にただよう陰鬱な雰囲気や各種満足度、その他多くの要因による複雑な

影響のもと構成されていると推察されるため、本稿の目的から考えて次の二つの満足度に焦点を

絞ることとした。それは「仕事」と「社会とのつながり」の満足度である。なぜなら、仕事の満

足度はコロナ禍において注目があつまったテレワークと関連すること、社会とのつながりもSNS

やzoom等インターネット利用との関連が比較的特定しやすいと推論できるからである。
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図１　感染拡大前／後の各種満足度

２．共時的分析：コロナ禍「での」仕事の満足度

まず仕事の満足度に影響を与える要因について検討する。コロナ影響下における仕事満足度に

ついて、以下では各種回答にもとづくグループごとの平均値を示す１)。本節で検討する分析結果

は、あくまでコロナ影響下での満足度である。学歴や従業上の地位などは、コロナによる影響の

有無にかかわらず、仕事満足度に影響している。

とはいえ、そのような傾向がコロナ禍において

も存在しているのかどうかをまず検討する必要

があるだろう。本節の分析はコロナ禍という社

会状況のなかで、様々な社会的カテゴリーに属

する人々が、仕事満足の高低に関していかなる

の布置にあるのかが明らかとなる。コロナ禍の

仕事満足度についての、いわば共時的分析とい

える。

性別については、男性のほうが有意に満足度

が高かった（表１)。

年齢に関しては、20～39歳のほうが40～59歳

よりも有意に満足度が高かったが、その他の年

齢階層同士に有意差はなかった（表２)。

１ ）なお、仕事の満足度について検討する際、分析対象を正規および非正規雇用、会社役員、自営業に限定
し、学生、無職、さらには内職・在宅ワークを除外した。内職・在宅ワークを除外したのは、コロナ禍に
おける社会的接触減少の影響を元からあまり受けない人が多く含まれると推察されるからである。

***

表１　性別×コロナ影響下での仕事満足度

表２　年齢×コロナ影響下での仕事満足度
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では学歴との関連はどのようなものか。

表３にあるとおり、学歴に関しては、＜中，

高，専門学校卒＞および＜専門学校卒，短

大・高専卒＞との間には有意差がないもの

の、これら２グループにくらべ、＜大卒・

大学院卒＞のほうが有意に満足度が高い。

次に職種との関連では、サービス業の低

さが目立ち、運搬および農林漁業との間を

除けばすべての職種よりも有意に満足度が

低い。また営業も事務にくらべて有意に満

足度が低かった（表４)。

また、従業上の地位との関連では、正規

雇用労働者の満足度が会社役員との差をの

ぞけば、どのカテゴリーよりも有意に満足

度が高かった。会社役員、非正規、自営の

間に有意な差はなかった（表５)。

表３　学歴×コロナ影響下での仕事満足度

表４　職種×コロナ影響下での仕事満足度

表５　従業上の地位×コロナ影響下での仕事満足度
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世帯収入２）との関連では、収入が多いほ

ど有意に満足度が高かった（表６)。

次にテレワーク実施状況との関連

を検討する。コロナ禍においては感

染拡大を防止する観点から、職場や

通勤における人と人との接触を減ら

す目的で、インターネットを含む各

種メディアを活用し出勤せずに働くスタイルであるテレワークに注目が集まった。テレワークを

50％以上を経験した人ほど有意に満足度が高い傾向にあった（表７)。

ではここまでみてきた各要因のうち何が仕事満足度を規定するのだろうか。表８はコロナ影響

下の仕事満足度を規定する要因を予測する重回帰分析の結果である。モデルの適合度が低く参考

程度と見做さざるを得ないが、傾向としては興味深い。学歴が高いことや収入が多いことは満足

度を上昇させ、事務職に比べて営業・販売、サービスの職にあることは満足度を低下させていた。

そしてテレワークが50％以上あることは、それだけでも満足度を上昇させるようだ。

２ ）分析対象となっているのは、主たる家計支持者のみならず、その配偶者などがパート・アルバイトをお
こなっている場合も含む。この場合、収入と仕事の満足度の関係は、くらし向き全般とかかわる世帯収入
との相関をみたほうが妥当であると考え、世帯収入との関連を検討した。

表６　世帯年収×コロナ影響下での仕事満足度

表７　テレワーク実施状況×コロナ影響下での仕事満足度
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表８　コロナ影響下の仕事満足度を規定する
要因を予測する重回帰分析

３．通時的分析：コロナ禍「による」仕事の満足度変化

同調査では、Covid-19の感染拡大による影響前と調査時点での満足度を問うていることから、

コロナ禍による満足度の減少幅を算出することができる。これをもちいて、各カテゴリー別に仕

事満足度の減少幅がどのように異なるかを検討する。これは、コロナ前と後での働き方や経済活

動の変化を反映した、いわば通時的分析である。

まず性別については、女性のほうが減少幅が大

きかった（表９)。この点は共時的分析と同様で

あった。

表９　性別×コロナ禍による仕事満足度低下幅
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次に年齢については共時的分析と異なり、

20歳以上に限っていえば、年齢が高くなるほ

ど満足度の減少幅が大きかった（表10)。

学歴との関連は、短大・高専卒よりも大卒

や大学院修了のほうが、有意に減少幅が少な

いが、大卒と大学院修了の間には有意差がな

い。ほかに有意であったのは、専門学校卒－

大学院修了と専門学校卒－大学院修了および

高卒－大学院修了との差であった（表11)。共

時的分析では、大卒以上とそれ以外の間に概

ね差がみられたが、減少幅についてはやや異

なる傾向がみてとれる。

職種との関連は、サービス業が運搬を除く

すべての職種にくらべ満足度の減少幅が大き

く、事務は運搬および農林漁業をのぞけば

もっとも減少幅が少なかった（表12)。接客

をともなう職の多いサービス業が低くなるの

は共時的分析と同様であるが、営業は必ずし

も同じ傾向ではない。コロナ禍によるサービ

ス業へのダメージが、満足度の減少幅をより

大きくしたと推察される。

表10　年齢×コロナ禍による仕事満足度低下幅

表11　学歴×コロナ禍による仕事満足度低下幅

表12　職種×コロナ禍による仕事満足度低下幅
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従業上の地位との関連は、正規雇用の減

少幅が有意に小さい点は共時的分析と同じ

であるが、会社役員との間にも差があった

点が共時的分析と異なる。会社役員はコロ

ナ前に満足度が高い傾向にあり、コロナの

影響により大きく低下したことが関係して

いると考えられ、相対的に剥奪感が強かっ

たのだと推察される（表13)。

そして年収との関連では、算出した

平均値に一定の差があったものの、検

定の結果としては有意差が認められな

かった。同調査で提供されている個票

データが、３区分の年収階層のみであ

るからかもしれないが、共時的分析で

は同じ区分でも有意差が認められた点

から考えると、コロナ禍が仕事満足度

の低下におよぼす影響の程度は、それ

ほど年収に左右されずに引き起こされ

ているのかもしれない。

ではここまでみてきた、各要因のう

ち何が独立に仕事満足度の低下を引

き起こすのだろうか。表14は、コロナ

禍による仕事満足度の低下幅を規定す

る要因を予測する重回帰分析の結果で

ある。正の値は満足度低下を抑制しむ

しろ上昇させる要因ということになる。

逆に負の値は低下を引き起こす要因と

いうことになる。モデルの適合度はや

はり低く参考程度とせざるを得ないが、

それでも共時的分析よりは若干適合度

が高い。

共時的分析と異なり年齢が高いこと、女性であることは減少幅を大きくする傾向にある一方、

教育年数は有意な影響を及ぼさなかった。職種との関連では、事務職に比べて、営業・販売およ

びサービスの職種であることが満足度の低下を引き起こす点は共時的分析と同様であるが、ここ

表13　従業上の地位×コロナ禍による仕事満足度低下幅

表14　コロナ影響下の仕事満足度低下を規定する
要因を予測する重回帰分析
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（通時的分析）では専門・技術および運搬の職種であることが満足度低下の幅を拡大する影響を

及ぼす点が異なっていた。また、従業上の地位に関しては、正規雇用にくらべて、非正規・役

員・自営業の場合に低下の幅が拡大している点も異なっている。したがってコロナ禍による満足

度の低下は、職種と従業上の地位両方が複合的に影響し、引き起こされているといえるのではな

いだろうか。

そしてテレワークが50％以上であることは、独立して満足度を上昇させる効果があり、その効

果には一定の強さがありそうだ。むろん、あらゆる仕事においてテレワークが可能なわけではな

いが、パンデミックによる「仕事」に一定の制約が避けられない場合にも満足度の低下を食い止

める効果があると推察される。

４．コロナ禍前／後の社会とのつながり満足度：共時的・通時的分析

表15　年齢×社会とのつながり満足度

本節以降は、内閣府調査で回答を得ている交友などによる社会とのつながりの満足度に影響を

与える要因について検討する３)。なお、これ以降はコロナ禍前と後およびコロナ前からの低下幅

（表中は単に「低下幅」と記述）を併記する。

年齢との関連では、コロナ前は60歳以上がもっとも満足度が高く続いて20～39歳が満足度が有

意に高い。それがコロナ禍では、60歳以上の満足度の低さが目立ち、コロナ前後の低下幅ではお

おむね年齢の上昇により低下の幅が拡大している（表15)。

３ ）社会とのつながりの満足度に関する一連の分析においても、対象者を仕事の満足度と同様に正規および
非正規雇用、会社役員、自営業に限定した。
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表16　性別×社会とのつながり満足度

性別については、コロナ前は女性のほうが満足度が高かったものの、コロナ禍では女性のほう

が満足度がむしろ低く、当然低下の幅も大きくなった（表16)。

表17　世帯収入×社会とのつながり満足度

表18　従業上の地位×社会とのつながり満足度

収入との関係は、コロナ前は明確に収入が高い方が満足度が高い。それがコロナ禍でもおおむ

ね同じであるが、200万円未満と600万円以上の間のみ有意差がある。他方で低下の幅のほうは３

区分すべてにおいて有意差があり、むしろ世帯年収が多いほうが減少幅が大きくなっている。コ

ロナ前はより大きかった社会とのつながり満足度の年収による差が、コロナ禍では縮まったと考

えられ、結果としてコロナ前に満足度上位だった収入階層のほうが、より相対的剥奪を感じやす

い状態になったと推察される｡（表17)。

従業上の地位との関連は、コロナ前は会社役員のみ他のカテゴリーよりも有意に満足度が高い

一方、コロナ禍の満足度では正規雇用のほうが非正規より満足度が高い点のみが有意である。一

方、満足度の低下の幅は会社役員が他と比べた差異のみが有意であった（表18)。
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表19　学歴×社会とのつながり満足度

次に学歴との関連は、コロナ前は大卒者の満足度の高さは、短大・高専卒・大学院修了者を除

いてすべてのカテゴリーとの間で有意差があった。大学院修了者の平均値は高いが、有意差が

あったのは中卒者との間だけである。他方、コロナ禍の満足度では大学院卒といくつか学歴のみ

有意な差があり、大学院修了者の満足度の高さが目立つ。大卒者の満足度が低下して他と差異が

なくなったといえるだろう。それを反映して、低下の幅については、大卒者が高卒・専門学校

卒・中卒者にくらべて有意に低下の幅が大きかった（表19)。

表20　SNS×社会とのつながり満足度

では、インターネット利用との関連はどうだろうか。同調査ではSNSの利用状況と、コロナ禍

において、オンラインでの発信（YouTube等）やオンラインでの交流（zoom等）を新たに挑戦

したかどうかについて問うている。SNSについては､「毎日｣「ときどき｣「たまに｣「利用してい

ない」の４件法で尋ねているが、ここでは利用頻度「毎日」とそれ以外（｢ときどき」以下）に

分けて分析をおこなった。コロナ前はSNSを毎日利用している人のほうが、有意に社会とのつな

がり満足度が高かった。コロナ禍においても、SNSを毎日利用している人のほう有意に満足度が

高かったが、その差はわずかなものになった。したがってコロナ前後の低下幅についてはSNS利

用者のほうが大きく下げていた（表20)。



－　  －89

前田：コロナ禍の仕事・社会とのつながり満足度とインターネット

表21　オンラインでの発信・交流×社会とのつながり満足度

また、オンラインでの発信や交流については、コロナ前に満足度が高かった人ほど、コロナ禍

でオンラインでの発信や交流に取り組んでいた。ところが、コロナ禍における満足度については、

オンラインでの取り組みの有無による有意差がなかった。それを反映して、低下の幅が大きい人

ほどオンラインでの発信・交流に取り取り組んでいた（表21)。

ではここまでみてきた各要因のうち、何がコロナ禍における社会的つながりの満足度を左右す

るのであろうか。まずコロナ禍における共時的影響については、仕事の満足度同様重回帰分析を

おこなったが、モデルの適合度が極めて低く参考程度にすらならない結果であった。そして減少

幅については、仕事の満足度とテレワークの関係と同じ方法ではインターネットによる効果を検

討することができないため分析をおこなわなかった。仕事の満足度の低下幅に対するテレワーク

実施状況が与える影響は、テレワークの実施経験が満足度の判定に対し時間的に先行しており、

かつテレワークの実施が調査対象者の裁量の範囲にない外在的要因によって決まる。逆にいえば、

仕事の満足度が低い、あるいは下がったからといって、労働者の意思で簡単にテレワークを選択

できることはありそうもない。そのため、テレワークを独立変数として、満足度減少幅を従属変

数として扱うことは妥当だと考えられる。

それに対し、コロナ禍による「社会とのつながり満足度の低下幅」とSNS利用やオンライン交

流の関係は、簡単に因果の向きを措定できない。すでにみてきたように、低下幅が大きい人が自

らの意思でインターネットによるつながりを求めることが容易に想像できるからである。

とはいえ、コロナ禍における社会的つながり満足度の低下という事態にインターネットが効果

を持ちえたのかどうかについて、これまでの分析結果からは、すくなくとも次のことは推論でき

る。すなわち、コロナ禍において社会的つながりの満足度が低下したとき、少なからぬ人々がイ

ンターネットによるつながりをもとめたであろう。しかし、インターネットによるつながりに

よって満足度の低下が押しとどめられることはなかった。SNSを毎日利用する人とそうでない人

との間で、満足度の差異はごくわずかにすぎず、オンライン発信・交流に至っては、取り組みの

有無で満足度に有意差がなかった。いずれにせよ、今後より詳細な調査と分析が必要となるだろ

う。
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５．結　語

これまでみてきたように、コロナ禍は様々な満足度の低下を引き起こしていた。特に仕事の満

足度については事務職に比べて、営業・販売やサービスの職にある者は満足度が低く、コロナ前

と比較した場合の満足度の低下の幅も大きかった。そのようななかでも、テレワークが50％以上

実施できた場合は、たとえ年齢・年収・従業上の地位やどのような職種であったとしても、それ

だけで仕事の満足度を上昇させることがわかった。コロナ禍という非常事態にでも、インター

ネットを含むメディアを活用した働き方を模索することは極めて重要だといえるだろう。

他方、社会とのつながりの満足度については、少なくとも本稿の分析結果からは、インター

ネットが十分な役割を果たせていない現状が浮き彫りになった。特にSNS利用とオンラインでの

発信・交流の取り組みによって、満足度の低下を押しとどめることはできなかったようである。

とはいえ、そのことをもってインターネットをむしろ利用しないという選択をすべきできないの

も、また事実である。むしろ社会的つながりの満足度を低下させない利用方法を模索するという

課題がより鮮明になったと考えることができる。それは、たとえCovid-19に対する集団免疫が獲

得されたとしても、グローバル化したこんにちの世界では、新興感染症によるパンデミックの危

険性は常に付きまとう以上、今後も長期的に取り組む必要のある課題である。あるいは自然災害

や人災によって、社会生活を制限せざるを得ない事態もありうるだろう。いずれにせよ、社会的

つながりに制限をかけなければならない事態に、インターネットがいかなる役割を果たしうるの

か、今後さらなる検証が求められる。
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